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仲間と共にカラスの生態に迫る!

佐 藤 琉
り ゅ う

生さん
（秋田南高等学校２年・中川原）

0038

　秋田南高等学校へ進学後、生き物に興味があった
ことから「自然科学部」へ入部した佐藤さん。先輩
たちが掲げてきた「カラス属の音声コミュニケーショ
ン」というテーマを引き継ぎ、仲間と共に研究を行っ
ています。現在の部員数は７人。佐藤さんは、部長
として他の部員を牽引しながら活動に勤しんでいるそ
うです。
　佐藤さんらは、カラスが発する様々なパターンの鳴
き声がそれぞれ自然界でどのような意味を持つのかに
ついて仮説を立て研究を行っています。具体的な手
法としては、録音したカラスの鳴き声を野外で流し他
のカラスの反応を調べることで、録音した鳴き声がど
のような意味（「威

いか く

嚇」や「求愛」など）を持つのか
を調べる「プレイバック実験」を実施。その後、実
験結果を元に論文を作成し、発表に向けてプレゼン
の練習を行うという流れで活動を進めているそうで

す。佐藤さんは、「研究が進むと、部員ごとに意見が
異なりまとめるのが難しい場面もありますが、部長と
して皆の意見を聞き、最終的に一貫性のある結論を
導くことを意識しています」と話します。
　この研究成果が評価され、自然科学部は昨年「第
69回日本学生科学賞秋田県審査委員会読売新聞社
賞」を受賞しました。佐藤さんは研究活動について、
「野外での調査では、野生のカラスの行動パターンが
つかめず鳴き声の録音に苦労しました。部員とは、
どのように工夫すればカラスの様々な鳴き声を正確に
記録できるか議論を重ねました」と振り返ります。
今後の活躍に向けて佐藤さんは、「今年の夏に全

国大会を控えています。カラスの鳴き声に関して、
より正確なデータを集めて新たな発見が得られる
よう、仲間と共に研究を進めていきたいです」と
話していました。
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